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議題提案書 

 

【○】協議事項 

【 】報告事項 

 

議題名：日本ＮＧＯ連携無償資金協力の制度と手引きのレビュー 

 

【提案者氏名、所属】 

 氏名：井川 定一 所属：特定非営利活動法人名古屋ＮＧＯセンター 

 

【議題提案の背景】 

平成２６年度「第１回連携推進委員会」において、当時の民間援助連携江原室長より、（以下「Ｎ連」）

の申請の手引きのレビューをＮＧＯと外務省で協力して行っていく旨の提案（※１）がなされ、これ

に基づき、同年１２月１５日に意見交換会が開催、平成２７年３月３日の「第３会連携推進委員会」

において、今後も意見交換を続けていく旨の発言（※２）がされています。また、「ＮＧＯとＯＤＡの

連携に関する中期計画」において、「外務省は，ＮＧＯとの間でＮ連の運営方針に関する協議のための

情報交換会を引き続き実施することにより，ＮＧＯ・外務省双方は，Ｎ連の更なる効果的・効率的な

運用のために協働する。」と定められています。しかしながら、近年は民間援助連携室により手引き確

定後の「説明会」は開催されている一方、事前の「共同レビュー」は行われてきていないのが実情で

す。そこで、連携推進委員は、独自にＮ連実施団体のヒヤリングを行い、２０１６年１２月に「Ｎ連

手引改定の要望書」を民間援助連携室に提出しました。 

 

※１：平成２６年度「第１回連携推進委員会」議事録抜粋 

・江原室長：「今年度の反省点も含めまして、連携推進委員会の場で御報告するのはやぶさかではござ

いませんけれども、恐らく別途個別の会合を持たせていただいて、Ｎ連の申請の手引の試行錯誤、

改定がどうであったかということを一緒にレビューをしつつ、皆さんの意見を吸い上げたほうが良

かろうと思っています。」 

・連携推進委員岡島氏：「今、室長からＮ連の手引の共同レビュー会合というような形の御提案がござ

いまして、これに関しては大変結構なことだと思います（・・・）共同レビューの会合、手引を一

緒に振り返ってみて、その結果についてはまた連携推進委員会で報告するというような形にしてま

いりたいと思います。 

※２：平成２６年度「第３回連携推進委員会」議事録抜粋 

・江原室長：「昨年 12月 15 日に、毎年この時期に行っている次年度Ｎ連申請の手引きの変更点につい

ての御連絡に先立って、（・・・）しっかりとＮＧＯの皆様と意見交換を行いまして、次年度にはど

うしたらいいでしょうか、今年やってみて、反省点はどうだったでしょうか、改革すべきものはあ

りますかということで、話し合いの場を設けた訳です。本当にいい会合ができたと私どもも思って

います。今後とも、このような意見交換は続けていきたいなと思っている次第（・・・）」 

 

【議題論点】（連携推進委員会で議論したい点） 

１．２０１７年度より、Ｎ連の制度や申請の手引について、連携推進委員と民間援助連携室が合同レ

ビューを行うこと、そして、そのレビューをもとに次年度の予算や手引に反映をしていただくこと

を、毎年定例化していくことを提案いたします。 

２．２０１６年１２月に民間援助連携室に提出された「Ｎ連手引改定の要望書」について、要望書に

対する返答を、民間援助連携室に回答していただくとともに、連携推進委員会の場で、継続した議

論を提案致します。当日は、福岡開催ということもあり、周辺地域の実施団体等からの発言がなさ

れる予定です。 

※ 関連資料（Ｎ連申し入れ事項_20170131） 

 

【出席を希望する外務省部局または担当者】 

外務省国際協力局民間援助連携室 

以上 


